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第
二
回
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山
市
議
会
臨
時
会
会
議
録

昭
和
四
十
五
年
四
月
招
集

一
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
三
十
日
〈
木
寝
臼
)
午
前
十
時

一
、
館
山
市
議
会
本
会
議
場

一
、
出
席
議
員

一
四
番

一
六
番

一
八
番

ニ
二
番

二
四
番

二
六
番

二
十
五
名

一
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吉
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勇
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郎
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熊
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員
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長

一
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一、
議
事
日
程

書

記

r主こ

渡

辺

ヲム

コい圭ロ

上

雄

番

ロ】=一等ロ

書
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義

木

t集

高

松

日
程
第 昭
和
四
十
五
年
四
日
三
十
日
午
前
十
時
開
議

会
議
録
署
名
員
。
指
名

日
程
第

日
程
第
三

会
期
。
決
定

報
告
第
二
号

日日
程程
第第

五 4四

議 ー議
笑F 案

第第
四四
十イー

号号

日
程
第
六

日
程
第
七

。
叫一法長

議
案
第
四
十
三
号

議
案
第
四
十
四
号

開

〈
西
村
英
次
君
)

館
山
市
市
税
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
関
す
る
専
決
処
分
報
告

K
つ
い
て

館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。
制
定
に
つ
い
て

鈴
山
市
老
人
福
社
'
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
nu
締
結
に
つ
い
て

的
閉
山
市
立
北
条
小
学
校
教
育
機
器
賠
入
契
約
。
締
結

K
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号
〉

会午
前
十
時
十
分

議

開

本
日
。
出
席
議
員
数
二
十
四
名
、

ζ

れ
よ
り
第
二
田
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
を
す
。

(
五
)



〈
ム
ハ
〉

出
席
説
明
員
の
報
告

。
議
長

〈
庖
付
真
次
君
)

本
臨
時
会
D
議
案
審
査
S
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
O
規
定
に
よ
る
出
席
要
求
に
対
し
、
本
間
市

長
、
自
閉
山
助
役
、
高
木
収
入
役
、
太
田
課
長
、
伊
藤
課
長
、
小
倉
課
長
、
長
谷
川
課
長
、
佐
野
謀
長
、
越
路
謀
長
、
池
田
課
長
、
斉
藤
所
長
、

牧
野
課
長
、
高
木
教
育
長
、
汐
崎
謀
長
、
吉
田
謀
長
、
川
上
謀
長
以
上
の
者
が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
あ
-b
ま
し
た
。

議

実

配

の

イ寸

。
昌幸三
Q-j.;‘ 

長

〈
西
村
真
次
君
)

議
案
を
配
付
凶
た
し
き
す
。
議
案
。
配
付
漏
れ
は
あ
D
を
せ
ん
か
。

i
i配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
を
す
。

会
議
録
署
名
員
の
指
名

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
員
。
決
定
を
行
な
い
ま
す
。

本
臨
時
会
。
会
議
録
署
名
目
貝
に
八
番
議
員
黒
川
正
君
、
ニ
二
番
議
員
小
沢
恵
太
郎
君
以
上
両
君
を
指
名
い
た
し
歩
ナ
。
こ
れ

K
御
異
議
あ

hd
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
付
真
次
君
)

御
呉
詰
芳
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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(
七
)

、金て

d 

会

期

の

決

定

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

日
程
第
二
、
会
期
。
決
定
を
行
左
い
ま
す
。

本
臨
時
会
。
会
期
代
っ
き
議
会
運
営
包
議
会
。
意
見
は
本
日
一
日
と
凶
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

h
F

は
か

b
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
本
日
一
日
と
定
め
キ
r

す
と
と

K
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
在
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
倍
付
真
次
君
)

御
異
議
念
し
と
認
め
合
す
。

よ
っ
て
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
凶
た
し
ま
し
た
。

本
日
。
議
事
は
か
手
も
と

κ配
付
。
日
程
表

K
よ
り
行
宏
凶
ま
ナ
。

提

案

理

由

の

説

明

。
議
長

〈
高
付
真
次
君
〉

と
れ
よ
h
y
本
臨
時
会
。
案
件
に
つ
き
市
長
。
説
明
を
求
め
ま
す
。
本
間
市
長
。

(
市
長
本
間
譲
君
登
壇
)

。
市
長

(
本
間

議
君
)

ど
あ
い
さ
つ
並
び
に
議
案
説
明
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
凶
さ
す
。

た
だ
い
合
議
長
さ
ん
か
ム
御
報
告
が
ど
ざ
い
古
川
し
た
よ
う
に
吉
田
議
員
さ
ん
、

田
中
諮
問
貝
さ
ん
、
安
沢
議
員
さ
ん
に
は
、
永
年
勤
続
議
員

と
さ
れ
歩
し
て
、

と
の
た
び
関
東
議
長
会
か
ム
-
表
彰
を
受
け
ら
れ
き
し
て
、
古
れ
と
と
に
h
F

め
で
た
い
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
nu

と
と
は
、

鈴
山
市
民
と
と
も

κ感
謝
申
し
上
げ
、

吉
た
館
山
市
nu
誇

b
で
あ
る
と
存
ず
る
次
第
で
ど
ざ
い
を
す
。
乏
が
ま
た
、
西
村
議
長
さ
ん
は
関
東



(
八
〉

議
長
会
、
千
葉
県
議
長
会
。
理
事
と
さ
れ
?
し
て
、
枢
姿
。
ζ

と
K
参
画
さ
れ
る
と
と
に
相
を
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に

西
村
議
長
さ
ん
O
人
格
、
手
腕
が
大
ぜ
い
の
方

κ認
め
ら
れ
た
結
果
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
本
当

K
館
山
市
と
凶
た
し
4
仇
し
て
は
、
名
誉
で
あ

h
y

を
す
し
、
誇
り
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
安
し
て
、

つ
つ
し
ん
で
会
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
日
、
第
二
回
臨
時
市
議
会
を
招
集
し
、
急
拠
御
審
議
を
わ
ず
ら
わ
し
会
す
案
件
は
、
第
六
十
三
国
会
k
h
u
き
を
し
て
制
定
公
布
さ
れ
46

し
た
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
市
税
条
例
。
一
部
改
正
及
び
同
条
例
。
一
部
改
正
O
専
決
処
分
報
告
の
ほ
か
、
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン

一
般
会
計
補
正
予
算
が
必
も
念
る
案
件
で
あ
h
y
ま
す
。

タ
ー
ほ
か
一
件
。
契
約
。
締
結
、

を
た
予
算
関
係
と
凶
た
し
合
し
て
、

言
ず
、
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分
で
あ

b
ま
す
が
、
昭
和
問
十
五
年
度
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
第
一
期
。
納
期
に

つ
き
愛
し
て
段
、
市
条
例
。
規
定
に
よ

b
四
月
一
日
か
ム
四
月
三
十
日
ま
で
と
在
っ
て
h
u
h
y
よ
ま
す
が
、
四
月
十
五
日
現
在
地
方
税
必
の
一
一
穏
を

改
正
す
る
法
律
が
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、

そ
の
成
立
が
遅
れ
た
た
め
に
納
期
を
一
カ
月
延
長
す
る
必
要
が
生
じ
、
急
拠
市
条
例
。
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
凶
た
し
ま
し
た

O
で、

議
会
K
報
告
し
、

そ

ο承
認
を
h
u
願
い
い
た
し
ま
す
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

κ、
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
あ

b
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
地
方
税
法
。
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
と
の
四

月
十
七
日
づ
け
を
も
ち
き
じ
て
制
定
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
。
改
正
は
地
方
税
負
担
。
現
状
に
か
ん
が
み
、
地
方
財
政
O
実
情
を
勘
案
し

つ
つ
住
民
負
担
。
軽
減
及
び
合
理
化
を
は
か
る
た
め
、
県
民
税
及
び
市
有
村
民
税
O
所
得
控
除
。
拡
大
並
び

κ電
気
ガ
ス
税
の
免
税
点
。
引

き
上
げ
等
を
行
宏
う
ほ
か
、

土
地
。
評
価
が
え

K
伴
う
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
酒
税
。
負
担
。
激
変
を
緩
和
す
る
た
め

O
調
整
措
置
を
講

ず
る
と
と
も

κ、
県
民
税
及
び
市
灯
付
民
税
O
法
人
税
割
夕
刊
U

標
地
中
税
率
の
調
整
、

そ
nu
他
地
方
税
制
。
合
理
化
を
は
か
る
た
め
、
所
要
。

規
定

κつ
い
て
整
備
を
は
か
っ
た
わ
け
で
あ

b
さ
す
が
、

る
必
要
が
生
じ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
き
ず
。

と
O
地
方
税
法
。
改
正

K
合
わ
ぜ
て
市
税
条
例
も
一所
要
。
規
定

κ
つ
い
て
整
備
ナ

次
に
、

私
。
最
も
力
を
入
れ
て
b
・p-を
す
老
人
福
祉
対
策
乃
一
一
つ
で
あ
・
9
脅
す
老
人
徳
祉
セ
ン
タ
ー
。
建
設
工
事
請
負
契
約
。
締
結
に
つ

2 
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い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

と
れ
は
去
る
四
月
十
目
指
名
苑
争
入
札
。
方
法
に
よ
り
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
と
と
る
、
館
山
市
北
条
千
三
百
七
十

五
番
地
抽
出
山
市
建
設
業
協
同
組
合
が
三
千
六
百
十
万
円
で
落
札
い
た
し
ま
し
た

O
で、

工
期
を
本
年
八
月
三
十
一
日
と
定
め
て
工
事
請
負
契

約
。
締
結
を
い
た
し
た
〈
、
議
会
。
議
決

κ付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
。
取
得
ま
た
は
処
分

κ関
す
る
条
例
第
二
条
O
規
定
に
よ

b
議
会
。

議
決
を
念
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
O
で
あ
り
ま
す
。

本
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
て
、
総
面
積
七
五
三
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
h
y
-
ま
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
っ
き
大
広
間
、
健
康
相
談

室
、
図
書
室
。
ほ
か
正
木
処
理
場
。
余
熱
利
用
に
よ
る
浴
場
念
ど

O
施
設
で
、
長
い
間
そ
れ
ぞ
れ

O
立
場
で
社
会
。
発
展
に
尽
さ
れ
た
方
々

nu
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
等

O
活
動
。
場
と
し
て
広
〈
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
感
謝
と
敬
老
を
兼
ね
合
わ
せ
て
九
月
。

老
人
の
日
空
で
完
成
さ
せ
た
い
次
第
で
あ

b
ま
す
。

二
学
期
か
ら
使
用
で
き
る
予
定
で
あ

b

次

K
教
育
工
学
を
全
面
的
に
取
b
入
れ
て
設
計
さ
れ
き
し
た
北
条
小
学
校
は
七
月
末
に
完
成
し
、

さ
ら
に
教
育

O
向
上
と
効
果
。
充
実
を
は
か
る
た
め
、
必
要
な
教
育
機
器
購
入

κつ
き
ま
し
て
、
随
意
契
約
。
方
法

κよ
b
千
葉

言
す
が
、

弁
天
灯
二
九
三
番
地
千
葉
ナ
シ
ョ
ナ
ル
通
信
工
業
株
式
会
社
と
随
意
契
約
、
金
三
千
七
十
三
万
円
、
納
期
本
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
支
払

い
方
法
に
つ
い
て
は
三
月
定
例
府
議
会

k
h
I
凶
て
債
務
負
担
行
為
。
議
決
を
い
た
だ
き
合
し
た
と

-
p
b、
四
十
五
年
度
に
四
百
万
円
、

六
年
度

κ
一
千
三
百
七
十
三
万
円
、

四
十
七
年
度
に
一
千
三
百
万
円
を
支
払
う
契
約
を
い
た
し
た
く
、
単
一
脳
会
。
議
決

K
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
。
取
得
・
ま
た
は
処
分

K
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
。
議
決
を
な
顧
凶
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

aD44
ナ。

と
の
一
機
器
に
つ
き
合
し
て
は
、
小
学
校
と
し
て
は
日
本
で
は
じ
め
て

O
教
育
方
法
を
取

b
入
れ
た
大
集
団
学
習
。
た
め

O
シ
ス
テ
ム
、
自

動
化
教
育
θ
た

め

の

シ

ス

テ

ム

、

校

内

放

送

の

た

め

ム. 

の

y 

白

川

字

自

習

の

た

め

ス

ア

Uヲ

シ

ス

ヨ

ア

装
置
を
導
入
し
、
多
種
多
様
。
教
材
。
利
用
、
個
人
差

K
応
じ
た
個
別
学
習
。
利
用
、
他
。
教
師
と
協
力
し
て
の
学
習
指
導
、
教
育
テ
レ
ピ

ム

ジ
ョ
ン

O
活
用
念
ど

ο近
代
的
救
育
が
推
進
さ
れ
、

そ
O
効
果
が
期
待
さ
れ
る
次
第
で
あ
h
y
ま
す
。
同
校
。
教
育

γ
ス
テ
ム
は
で
き
る
だ
け

〈
九
)

四
十

σ1 



〈

一

O
)

早
〈
し
か
も
有
効

κ市
内
小
、
中
学
校

K
及
ぼ
し
て
い
〈
考
え
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
約
正
予
算
第
一
号
と
し
苦
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

κ隣
接
し
た
土
地
に
市
開
発
公
社
に
公
い
て

施
行
す
る
温
水
プ
ー
ル
用
建
物
。
建
設
及
び
土
地
δ
取
得
に
関
し
、
歳
入
歳
出
前
正
予
算
に
つ
き
-
ま
し
で
は
、
プ
ー
ル
用
建
物
購
入
分
割
金

と
し
て
四
十
五
年
度
分
五
百
万
円
を
計
上
し
、

と
の
財
源
と
し
空
し
て
混
水
プ

1
ル
建
設
促
進
委
員
会
。
御
協
力

κよ
b
ま
ず
寄
付
金
を
五

百
万
計
上
い
た
し
会
し
た
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為

K
つ
き
ま
し
て
は
、

湿
水
プ

l
ル
用
敷
地
及
び
土
地
の
購
入
貨
並
び
に
ζ

O
取
得
に
関

す
る
関
連
経
授
と
し
ま
し
て
、

四
十
六
年
度
及
び
四
十
七
年
度

ο
二
カ
年
で
市
開
発
公
社
に
支
払
い
、
施
設
を
購
入
し
よ
う
と
い
う
も

ο
で

あ
h
Y
4
6
す
。
以
上
を
も
ち
き
し
て
、
簡
単
念
説
明
を
終
-P
ま
す
が
、

い
ず
れ

O
案
件
も
急
施
を
要
す
る
も
O
で
あ

-P、
積
極
的
な
解
決
が
必

要
と
存
じ
4
6
す。

ぞ
れ
が
市
民
の
福
祉
、
市
民
O
要
望
に
と
た
え
る
こ
と
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
慎
重
在
る
御
審
議
を
わ
ず
ら
わ
し

ま
す
が
、

h
u

願
い
山
市
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

-D
合
す
。

念
h
u

、
各
議
案
に
つ
き
ま
し
で
は
、

そ
の
都
度
関
係
課
長
等

K
説
明
さ
せ
ま
す
O
で、

十
分
走
る
御
審
議
を
た
ま
わ

b
昔
す
ょ
う
か
願
い
申
し
上
げ
を
し
て
、

一
言
ど
あ
い
さ
つ
並
び
に
説
明
と
い
た
ず
次
第
で
あ
・
9
ま
す
。
ど
う

も
失
礼
い
た
し
空
し
た
。

。
議
長

以
上
で
市
長
。
説
明
を
終
り
さ
す
。

(
西
村
真
次
君
)

議

実

上

の

程

。
議
長

日
程
第
三
、
報
告
第
二
号
館
山
市
市
税
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
条
例

κ関
す
る
専
決
処
分
報
告
に
つ
い

(
正
問
村
英
次
君
)

て
を
議
題
と
凶
た
し
告
す
。

(
書
記
朗
読
〉

{r.~ 
d 

'司...... 



、皆与

司〆

報
告
第
二
号

館
山
市
市
税
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
条
例

K
関
ナ
る
専
決
処
分
報
告
げ
い
つ
い
て

議
案
の
内
容
説
明

調
査
課
長

報
告
第
二
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

。

(
越
路
良
夫
君
〉

昭
和
四
十
五
年
度
心
地
方
税
制
を
改
正
す
る
た
め

κ今
国
会
に
が
い
て
地
方
税
法
D
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
と
し
て
審
議
さ
れ
、

が
可
決
さ
れ
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
nu
条
例
を
制
定
す
る
時
点
r
h
h
F

き
申
冷
し
て
は
、

A
X

だ
と
れ
が
い
つ
に
た
っ
て
制
定
さ
れ
る
か
わ
か

ら
念
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
ど
ざ
い
4
ふ
し
て
、

と
の
地
方
税
法
の
改
正

0
・中

K
固
定
資
産
税
そ
れ
か
ら
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

O
改
正
事

項
が
ど
ざ
い
会
し
て
、

と
の
固
定
資
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
が
基
準
年
度

κあ
た

b
を
し
て
、

土
地
ぞ
れ
か
ら
家
屋
に
つ
き
ま
し
て

全
面
的

K
評
価
が
え
を
行
合
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
を
し
て
、
従
前
。
地
方
税
O
規
定
に
よ
・
D
Lヲ
し
て
課
税
い
え
し
ま
す
と
、

と
の
改
正
後
。
地
方
税
法
げ
い
よ
h
Y
4
付
し
て
、
還
付
と
か
、

会
た
は
追
徴
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
と
と

K
な
b
ま
す
。
そ
こ
で
、

を
行
念
い
宮
す
と
、
納
税
者
。
み
を
さ
昔
、
住
民
の
み
念
ざ
ま
に
い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
を
必
か
け
す
る
と
い
う
よ
う
念
観
点
、
そ
れ
か
ら
市

と
い
た
し
空
し
で
も
事
務
上
。
問
題
そ
れ
か
ム
経
貨
の
関
係
等
も
ど
ざ
い
き
し
て
、

一
応
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
る
を
で
ζ

れ
を
待
つ
と
い

う
ζ

と
に
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

そ
と
で
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
O
納
期
が
従
前
。
条
例
。
規
定
に
よ
り
ま
す
と
、

一
期
が
四
月
と
い
う
と
と

K
念
っ
て
h
g
h
y

を
す

ζ

れ
を
ζ

の
際
一
カ
月
延
長
す
る
と
い
う
と
と
で
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
い
た
し
き
し
て
、

の
で
、

五
月
一
白
か
ら
同
月
三
十
一

目
安
で
と
い
う
ふ
う

κ納
期
を
変
更
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
専
決
処
分

K
つ
き
ま
し
て
は
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
合
し
た
よ
う
に
地
方
税

法
の
改
正
が
い
つ
に
会
る
か
わ
か
ら
念
凶
と
い
う
ふ
う
乏
状
況

κど
ざ
凶
苦
し
た
の
で
そ
う
い
う
よ
う
な
状
況
下
、

ぞ
れ
か
ら
納
税
通
知
書

(
一
一
〉

と

す1
そ
れ



。
交
付
時
期
等
を
考
え
き
し
て
、
最
終
的

K
四
月
十
五
日
を
ぎ

b
ぎ

b
一
ぽ
い
と
い
う
締
を
引
凶
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
時
期
的
問
題
も

〈

一

一

一

)

ど
ざ
い
を
し
て
、

や
む
を
得
ず
専
決
処
分
と
い
う
と
と
で
ζ

の
条
例
を
制
定
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
。
ょ
う
を
事
情
を
御
了
承
い

た
だ
き
き
し
て
、
御
承
認
た
を
わ
る
よ
う
hu
願
い
し
た
い
と
思
山
円
安
寸
。
以
上
で
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

採

。

(
西
村
真
次
君
〉

(
「
異
議
去
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

議
長

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
〉

hv
は
か

b
い
た
し
苦
ナ
。
本
案
を
原
案
。
通

b
承
認
す
る
に
'
伺
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

御
質
疑
〆
、ざ
出
ま
せ
ん
か
。

御
質
問
快
走
し
と
認
め
ま
す
。

i灸本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る

κ御
異
議
ど
ざ
い
し合
せ
ん
か
。

。

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
合
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
'
h
y
)

よ
っ
て
本
案
は
原
祭
。
通
h
y
京
認
さ
れ
脅
し
た
。

議
長

議

実

の

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

た
し
ま
す
。

御
異
議
会
し
と
認
め
ま
す
。

上

程日
程
第
四
、
常
案
第
四
十
一
号
館
山
市
市
税
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。
制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い

市型

‘J也
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(
番
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
一
号

館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。
制
定
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
調
査
課
長

(
越
路
良
夫
君
〉

議
案
第
四
十
一
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
税
法
。
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
七
日

K
可
決
成
立
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
に
伴
同
室
し
て
、
館

山
市
市
税
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
と
い
う
と
と
で
こ
れ
を
提
案
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
今
回
改
正
さ
れ
を
し
た
地
方
税
法
、

と
れ
は

市

K
直
接
影
響
h
u
d
p-b

ま
す
内
容
と
し
?
し
で
は
、

h
F

も
診
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
個
人
。
市
民
税
に
会
き
安
し
て
は
、
基
礎
控
除
あ

る
い
は
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
等
O
各
種
控
除
。
控
除
額
。
引
き
上
げ
1

ぞ
れ
か
'ら
分
離
課
税

K
よ
り
き
す
と
と
ろ
O
退
職
所
得
、
そ
n
u

場
合
。
特
別
徴
収
税
額
表
。
改
正
、
そ
れ
か
ら
住
民
税
O
う
ち
法
人
税
割
b
o
税
率
。
調
整
、
そ
れ
か
ム
固
定
資
産
税
k
b
き
を
し
て
は
、

負
担
調
整
、
そ
れ
か
ら
都
市
計
函
説
に
b

M
て
新
し
く
負
担
調
整
措
量
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
電
気
及
び
ガ
ス
の
免
税
点
の
引
き
上
げ

等
が
そ
の
訟
も
な
改
正
援
現
で
と
ざ
山
円
安
す
。

そ
れ
で
は
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
翠
ー
す
る
条
例
K
つ
き
ま
し
て
名
を
つ
凶
て
観
説
明
申

-Kが
り
ま
す
。

第
二
十
四
条
O
第
一
項
第
三
号

κつ
き
合
し
て
は
、

ζ

れ
は
地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
nu
改
正
が
行
乏
わ
れ
脅
し
た
O
で
、
偶
人
n
u
市

民
税
の
非
課
税
の
範
囲
中
、
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、

穴
一婦
nu
場
合
、

ζ

れ
が
前
年
中
。
所
得
が
従
前
は
一
ニ
十
万
円
を
越
え
る
場
合

に
は
非
課
税
で
は
念
い
と
い
う
と
と
が
る
っ
た
の
で
あ
り
-ま
す
が
、
今
回
の
改
正

K
よ
b
ま
し
て
、

ζ

れ
が
三
十
二
万
円
を
越
え
る
ま
で
は

と
い
〉
つ
こ
と
に
改
め
ら
れ
た

D
で
あ

D
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
三
十
二
万
円
以
下
は
非
課
税
と
凶
う
と
と
に
舎
が
ま
す
。

三
十
四
条
O

ニ
O
件
に
つ
き
合
し
で
は
、

や
は

b
地
方
税
法
。
三
丙
十
四
条
の
こ
の
改
正
が
ご
ざ
い
き
し
て
、
配
偶
者
。
い
念
加
納
税
者

〈
一
一
ニ
)



(
一
四
)

の
扶
養
控
除
が
同
一
生
計
内
の
伶
の
納
税
者
。
事
情
に
関
係
た
〈
す
べ
て
認
め
ム
れ
る
と
い

5
と
と

κ今
度
改
正
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
す

す
。
そ
れ
で
、
地
方
税
法

D
三
百
十
四
条
戸
二

D
第
四
項
が
削
除
さ
れ
き
し
て
、

ぞ
れ
に
伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
環
ず
つ
繰
り
一下
っ
た
と
い
う

と
と

K
伴
う
条
文
整
理
で
ど
ざ
い
を
す
。

ぞ
れ
か
ム
、
次
nu
三
十
四
条
の
六
、

「
百
介
。
八
。
九
」
を
「
百
A
H
n
u
九
・
一
」

κ改
め
る
件
で
ど
ざ
い
き
す
が
、

と
れ
ば
法
人
税
割

D

。
税
率
が
従
前

0
4
0
K
比
べ
?
し
て
、

0
・
二
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
ち
と
と

κ伴
う
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

設
が
、

ζ

れ
は
市
町
村
税

nu
税
源
を
充
実
す
る

'r
い
う
と
と
で
と
う
い
う
措
置
を
取
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
都
道
府
県
K
が
き
合
し
て
は
、
や
は
り
同
じ
よ
う

κ

法
人
税
制
b
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
を
逆
に

0
・
ニ
引
き
下
げ
る
と
い
今
一措
置
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
県
、
市
と
ム
口

わ
せ
き
し
て
従
前
と
納
税
者
に
と
っ
て
は
税
率
。
商
で
は
か
わ
ム
な
い
と
い
う
結
果

K
念

b
ま
す
。

と
O
改
正
は
昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日

以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
。
法
人
。
市
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
?
し
て
、
同
日
前

K
終
了
し
た
事
業
年
度
。
法
人
市
民

税

κ
つ
い
て
は
、
従
前

D
E
分
の
八
・
九
、

次
に
、
第
三
十
六
条
の
ニ
第
四
項
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
が
適
用
さ
れ
る
と
と
に
左

b
ま
す
。

と
れ
は
市
民
税
O
申
告
規
定
で
ご
ざ
い
会
す
。
今
回
。
税
法
。
改
正

κ工
h
y
き
し

て
、
前
年
度
に
が
い
て
給
与
所
得
以
外
O
所
得
を
持
た
珍
か
っ
た
も
O
に
つ
い
て
も
純
損
失
。
繰

b
越
し
所
得
が
適
用
さ
れ
合
す
O
で、

そ

。
適
用
を
受
け
る
た
め
に
申
告
書
を
提
出
し
弘
円
け
れ
ば
4
r

p
h

左
凶
止
い
う
と
と

K
宏

D
歩
し
た
δ

で、

ぞ
れ
を
規
定
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す。
次
の
第
四
十
条
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
。
市
民
税
O
納
期
に
つ
い
て

O
規
定
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
従
前
は
均
等
割
り
だ
け
を
納
め
る
納

税
者
に
つ
い
て
は
一
期
で
も
っ
て
徴
収
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
と
れ
が
税
法
改
正
に
よ

b
を
し
て
、
所
得
制
h
y
そ
れ
か
ら
均
等

割
り
を
合
算
し
て
も
校
h
F
・
か
っ
そ
れ
が
五
百
円
以
下
。
場
合
、

そ
れ
は
一
期
に
一
括
し
て
徴
収
で
き
る
と
い
う
ふ
う

κ改
正
さ
れ
た
O
で
ど

ざ
い
ま
す
。

}明
示.
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第
四
十
四
条
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
ば
給
与
所
得
以
外

K
所
得
を
持
っ
て
が
ら
れ
る
場
合
、

そ
の
場
合

κは
個
人
。
市
民
税
の
特
別
徴

収
、
と
れ
は
合
算
し
て
特
徴
と
し
て
徴
収
す
る
わ
け
で
ど
ざ
同
ま
す
が
、
従
前
は
合
算
す
る
場
合
、

そ
の
全
額
ま
た
は
そ

O

一
部
を
合
算
す

る
と
と
が
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
。
改
正

K
よ
h
y
を
し
て
、

ζ

れ
を
全
額
徴
収
と
い
う
と
と

K
改
め
た
O
で
ど
ざ
い
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
と
に
あ

b
を
す
よ
う

κ、
た
だ
し
書
き
の
規
定
が
あ

b
ま
し
て
、
申
告
書

K
普
通
徴
収
に
さ
れ
た
い
旨
O
記
載
が
あ
れ
ば
、
ぞ
れ
は

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
特
別
徴
収
か
ら
除
き
ま
し
て
、
普
通
徴
収
に
走
る
と
い
う
ふ
う

K
か
わ

b
ま
し
た
。

と
れ
は
従
前
は
六
月
三
十
日
ま

で
に
市
に
申
し
出
が
ど
ざ
い
ま
し
た
ら
、

そ
O
部
分

K
つ
い
て
は
普
通
徴
収

K
切
よ
え
で
き
た
の
が
今
度
こ
の
よ
う

κか
わ
っ
た
わ
け
で
あ

-94Z
ナ
。
た
だ
、

四
十
五
年
度
分

κ
つ
き
合
し
て
は
、

や
は
り
従
前
。
規
定
が
そ

O
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
O
で
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
申
し

出
が
ど
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ζ

れ
は
普
通
徴
収
に
で
き
る
わ
け
で
と
ざ
同
ま
す
。

次
花
、

九
十
八
条
、

ガ
ス
税
に
つ
い
て

O
改
正
で
ど
ざ

百
三
条

O
第
一

一刻
、
第
百
十
条
O
二
nu
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
電
気
、

い
脅
す
。
地
方
税
法
hu
附
則
第
三
十
一
条

K
は
電
気
、

ガ
ス
税
。
税
率
。
特
例
が
規
定
さ
れ
て
h
u
b
ま
す
が
、

ζ

れ
は
今
因
。
税
法
。
改
正

K
よ
り
き
し
て
、

一
一
項
を
新
し
〈
分
け
・
ぎ
し
て
、
結
果
的
K
は
三
十
一
条
は
一
項
ず
つ
繰

D
下
っ
て
改
正
さ
れ
た
O
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

い
設
し
て
、

と
れ
を
三
十
一
条
と
い
う
と
と
で
総
称
し
て
現
わ
す
た
め
に
第
一
項
と
第
二
項
を
削
る
と
い
う
と
と
で
、
今
回
改
正
す
る
わ
け

で
ど
ざ
い
含
ナ
。
乙

O
条
例
。
ょ
に
は
現
わ
れ
て
hu
・
り
ま
せ
ん
が
、
電
気
、

ガ
ス
税
に
つ
き
を
し
て
は
、
零
細
負
担
と
い
う
も
O
を
排
除
し

ょ
う
と
い
う
ね
ら
い
の
た
め
に
従
前
免
税
点
が
電
気

κ
っ
さ
き
し
て
は
五
百
円
、

ガ
ス

κっ
さ
き
し
て
は
千
円
と
い
う
も
D
が
そ
れ
ぞ
れ
二

割
ず
つ
上
げ
ま
し
て
六
百
円
、

千
二
百
円
と
い
う
ふ
う
に
免
税
点
。
引
き
上
げ
を
行
な
っ
て

b
b
ま
す
。

百
二
十
四
条
二
号
。
「
公
衆
浴
場
」
を
「
一
般
公
衆
浴
場
」
に
改
め
ゐ
と
い
う
こ
と
で
あ
h
y
ま
す
が
、

ζ

れ
は
入
湯
税
δ
課
税
免
除
。
規

定
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
今
昔
で
公
衆
浴
場
と
い
う
ζ

と
で
規
定
さ
れ
て
公
り
ま
す
が
、

公
衆
浴
場
。
中
に
は
一
般
公
衆
浴
場
と
特
殊
公
衆
浴

場
。
二
種
類
が
ど
ざ
山
?
ま
し
て
、
今
回
。
改
正
に
よ
り
古
一し
て
、
特
殊
公
衆
浴
場
を
含
合
な
い
と
い
う
ζ

と
nu
明
文
化
と
?
フ
ζ

と
で
、

入
一
五
〉

と



〈

一

ム

ハ

)

れ
が
現
わ
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

次

κ、
附
則
第
九
項
に
つ
い
て
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
ば
宅
地
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
O
負
担
調
整
措
置
、

と
れ
は
従
前
取
ら
れ
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
こ
れ
が
四
十
五
年
度
。
評
価
が
え

κ伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
額
が
上
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
き
す
O
で
、

を
と

hu
際
改
正
い
え
し
き
し
て
、
従
前
の
八
倍
以
上
が

-三

O
負
担
調
整
率
で
あ
っ
た
も

O
を
八
倍
以
上
二
十
五
倍
未
満
を
一

-三

K
な

会
し
ま
し
て
、
二
十
五
倍
以
上
は
一

-
四
と
い
う
ふ
う
に
負
担
調
整
率
を
今
回
改
正
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
は
四
十
五
年
度
。
国

定
資
産
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
四
十
四
年
度
分
?
で
は
従
前
。
負
担
調
整
率
が
適
用
さ
れ
ふ
と
と

K
を
h
y
ま
す
。

次

κ、
附
則
第
十
四
項
に
つ
い
て
で
ど
ざ
い
言
す
が
、

ζ
n
u
十
五
条
は
国
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

と
れ

ば
地
方
税
法
附
則
第
十
五
条
、

。
課
税
標
準
。
特
例
規
定
で
ど
ざ
い
告
し
て
、
今
回
。
法
律
改
正
に
よ

D
き
し
て
、
外
国
貿
易
船
に
よ
る
物
品
運
送
用
。
コ
ン
テ
ナ
が
新
た

に
特
例
と
し
て
加
え
ム
れ
・
?
し
た
O
で
、

ζ
n
u
規
定
を
整
備
す
る
も
D
で
ど
ざ
い
を
す
。

と
れ
は
都
市
計
画
税
の
負
担
調
整
で
都
市
計
画
税
。
負
担
調
整
は
従
前
四
十
一
年
度
か
ら
四
a

十
三
年
度
で
全
部
終
了
し
た
わ
け
で
ど
ざ
凶
合
す
が
、
今
回
。
四
十
五
年
度
。
評
価
が
え

K
伴
い
ま
し
て
、
評
価
額
。
上
昇
ぞ
れ
に
伴
っ
て

次

κ、
附
則
第
十
九
項
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

。
負
担
調
整
銭
置
が
新
し
〈
設
け
ム
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

念
h
y

、
と
の
調
整
は
四
十
五
年
度
と
四
十
六
年
度
で
終

b
合
し
て
、

七
年
度
か
ら
は
評
価
額
即
課
税
標
準
額
と
い
う
と
と
に
合

b
吉
す
。

次
wh
、
附
則
第
二
十
一
一
項
で
ど
ざ
い
さ
す
が
、

と
れ
は
都
市
計
画
税
。
負
担
割
整
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
ま
す
。
地
方
税
法
。
特
例
規
定

。
整
備
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
項
ず
つ
練

b
下
げ
ら
れ
ま
し
た
O
で
、

こ
れ
に
伴
う
と
こ
ろ
♂
条
文
整
理
と

そ
れ
か
ム
新
し
〈
う
た
わ
れ

嘩
乱
し
た
各
上
昇
率
。
定
義
を
と
と
に
規
定
し
た
も

O
で
ど
ざ
い
ま
す
。

附
則
第
二
十
二
項
で
ど
ざ
い
き
ナ
が
、

こ
れ
は
運
輸
大
臣
の
許
可
を
必
要
と
す
る
倉
庫
は
都
市
計
回
税

K
つ
い
て
は
二
分
。
一

O
課
税
を

免
除
す
る
と
い
う
特
例
規
定
が
定
め
ム
れ
き
し
た
O
で
、

そ
の
根
拠
と
を
る
地
方
税
法
附
則
第
十
五
条
九
項
が
今
因
。
改
正
に
よ

D
ま
し
て
、

司同.

句F-

#-
L 

れ
四
十
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一
項
ず
つ
繰
b
下

D
吉
し
た

ο
で
ζ

れ
を
改
め
る
も
の
で
ど
ざ
い
を
す
。

ζ

れ
は
退
職
所
得
が
あ
っ
た
場
合
に
他
。
所
得
と
分
離
し
空
し
て
課
税
す
る
特
例
、

次

κ、
附
則
に
三
十
七
項
を
加
え
る
わ
け
で
す
が
、

と
れ
を
分
隊
課
税
と
川
引
い
ま
す
が
、
そ

O
課
税
の
場
合

K
退
職
所
得
控
除
を
所
得
税
法
。
規
定
に
よ

b
ま
す
と
と
ろ

O
計
算
。
例
に
よ
り
ま

し
て
控
除
す
る
わ
け
で
す
が
、

乙
れ

κつ
い
て
地
方
税
法
。
一
部
改
正
が
ど
ざ
い
脅
し
て
、

そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
地
方
税
法
に
h
F

き
を
し

て
も
四
十
五
年
五
月
一
日
以
前

K
支
払
わ
れ
た
分
離
課
税
に
よ
る
と
と
ろ

D
所
得
割

b
o
額
に
つ
い
て
調
整
し
、
再
計
算
す
る
と
い
う
ζ
と

K
4仏
b
ま
す
nu
で
、
と
と

K
読
み
か
え
規
定
を
設
け
る
必
要
を
生
じ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

そ
れ
か
一ム
、
別
表
第
一
に
つ
き
ま
し
て
は
、

と
れ
は
市
民
税
の
分
離
課
税

K
か
か
る
と
と
ろ

ο所
得
割

b
o
特
別
徴
収
税
額
表
を
改
め
る

も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
は
所
得
税
法
k
h
s
き
き
し
て
、
退
職
所
得
。
源
泉
徴
収
税
額
表
が
改
正
さ
れ
を
し
て
、
退
職
所
得
控
除
後
。
退

験
手
当
等
み
金
額
が
従
前
二
百
万
円
台
で

O
一
必
ハ
げ
に
つ
い
て
税
額
表
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
も

O
を、

ζ
h
u
所
得
税
法
。
改
正
に
よ
h
y
ま

し
て
、

四
百
万
円
宮
で

K
定
め
p
h

れ
脅
し
た
乃
で
、

や
は

b
と
れ
と
同
じ
〈
税
額
表
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

告
ら
か
、
内
容

と
し
き
し
て
は
、
別
に
税
率
。
改
正
等
的
ど
ざ
い
す
せ
ん
O
で、

一
つ

O
簡
易
税
印
刷
表
と
し
て
見
や
ナ
〈
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

と
n
u
別
表
。
改
正
け
地
方
税
法
。
一
部
を
改
正
す
る
法
律
。
施
行
。
日
四
十
五
年
四
月
十
七
日
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
日
以
後
に
支
払
わ

れ
る
退
職
手
当
等
に
か
か
る
税
額
。
算
定
か
ム
適
用
さ
れ
る
と
凶
う
ζ

と
で
、
施
行
目
前
。
場
合
げ
い
つ
き
ま
し
て
は
、

を
h
u
従
前
。
例
に
よ

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
、
附
則
で
ど
ぎ
M
n
t
一一す
が
、

と
れ
は
と

θ
条
例
は
公
布
。
日
か
ム
施
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
秀
り
ま
す
が
、
特
例
。
も
n
u
k

つ

と
と
で
は
省
略
さ
し
て
い
た
だ
き
安
ナ
。
以
上
で

き
空
し
で
は
、
先
ほ
ど

O
本
文
の
説
明
。
際

K
織

-D
込
ん
で
説
明
い
た
し
空
し
た
nu
で、

説
明
を
終
h
y
ま
す
が
、

ζ

の
条
例
改
正

K
っ
き
苦
し
で
は
、

は
じ
め

κ申
し
上
げ
言
し
た
と
h
u
h
y
、
地
方
税
法
D
一
部
改
正
に
伴
う
と
ζ

ろ

。
そ
れ
ぞ
れ

O
条
文
整
理
あ
る
い
は
内
容
。
明
確
化
と
い
う
と
と
を
は
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
川
引
受
し
て
、

よ
ろ
し
く
ど
う
ぞ
御
審
議
。
ほ
ど

〈
一
七
)

念
れ
て



(
一
八
)

。
を
h
F

願
い
し
た
い
と
思
い
?
を
す
。
説
明
を
終

-D
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
・
ま
せ
ん
か
。

i
l
御
質
疑
念
し
と
認
め
を
ナ
。

。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

決が
は
か

b
い
た
し
合
す
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
h
y
支
ぜ
ん
か
。

諾
長

(
西
村
英
次
君
)

(
「
異
議
弁
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

御
異
議
会
し
と
認
め
ま
す
。

が
は
か
り
・
い
た
し
ヂ
ナ
。
本
突
を
原
案
。
通
り
・
可
決
す
る

K
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

。。

採

議
長

〈
西
村
真
次
君
〉

議
長

〈
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
全
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
全
し
と
認
め
合
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
。
通
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

議
長

〈
西
村
真
次
君
)

と
い
た
し
?
ナ
。

上

程日
程
第
五
、
議
祭
第
四
十
二
号
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
。
締
結
に
つ
い
て
を
議
題

(
書
記
朗
読
)

(
二
番
議
員
石
井
輝
久
君
退
場
)

敏弘

tで
J 
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議
案
第
四
十
二
号

飴
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
。
締
結
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
庶
務
課
長

(
小
倉
澄
男
君
)

議
案
第
四
十
二
号
に
つ
き
き
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
。
提
案
理
由
に
も
ご
ざ
勺
空
し
た
と

b
b
、
然
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
建
設
工
事
に
つ
き
・
ぎ
し
て

O
契
約
。
御
承
認
を
得
た
同

と
存
じ
さ
す
。
建
築
面
積
七
五
三
・
一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
百
二
十
七

-
八
一
坪
に
大
広
間
、
健
康
相
談
室
、
図
書
室
、
和
室
、
男
女
別

浴
室
等
を
備
え
を
し
た
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ど
ざ
い
会
す
が
、
一
二
業
者
館
山
建
設
業
協
同
組
合
、
石
井
工
務
度
、
計
工
務
底
。
指

名
に
よ
h
y
-
交
し
て
、

四
月
十
日
入
札
を
い
た
し
き
し
た
結
泉
、
館
山
市
建
設
業
協
同
組
合
が
三
千
六
百
十
万
円
を
も
ち
脅
し
て
落
札
い
た
し

嘩
体
し
た
hu
で、

ζ

と
K
工
期
を
契
約
後
直
ち
に
着
工
、
竣
工
本
年
八
月
三
十
一
日
を
工
期
と
凶
た
し
ま
し
て
、

ζ

ζ

K
契
約
を
い
た
し
た
い

と
い
う
と
と
で
伺
承
認
を
会
願
い
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
主
ナ
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
。
ほ
ど
を
必
願
〕
引
い
た
し
さ
す
。

。
議
長

〈
顔
付
真
次
君
)

御
質
疑
ご
ざ
い
主
せ
ん
か
。
|
|
御
質
疑
念
し
と
認
め
室
す
。

採

決

。

〈
西
村
真
次
君
〉

hu
は
か
・
9
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

議
長

〈
「
異
議
更
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
設
長

〈
西
村
英
次
君
)

御
異
議
恋
し
と
認
め
ま
す
。

〈
一
九
)
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シ
ば
か
り
・
い
た
し
ま
す
。
本
突
を
原
案
。
通
り
'可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

。
議
長

よ
っ
て
本
案
は
原
案
。
通

b
可
決
さ
れ
、
ま
し
た
。

(
西
村
真
次
君
〉

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

(
二
番
議
員
石
井
輝
久
君
入
場
)

議

の

上

程

案

。
議
長

日
程
第
六
、
議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
立
北
条
小
学
校
教
育
機
器
熔
入
契
約
。
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
い

〈
顔
叫
門
真
次
君
)

た
し
言
ナ
。(

書
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
三
号

館
山
市
立
北
条
小
学
校
教
育
機
器
購
入
契
約
。
締
結
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

観

明

。
庶
務
課
長

議
案
第
四
十
三
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
支
す
。

〈
小
倉
澄
男
君
)

先
般
御
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
北
条
小
学
校
。
教
育
機
器
。
購
入
契
約
。
議
決
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
本
教
育
機
器
は
四
つ
O
目
的
を
持

っ
て
hu
り
ま
す
。
自
学
自
習
。
た
め
hut撤
回
荷
並
び
に
学
習
反
応
分
析
記
録
と
同
う
シ
ス
テ
ム
機
器
、

そ
れ
か
ら
大
集
団
学
習
と
い
う
問
題
、

そ
れ
か
ム
さ
ら
に
校
内
放
送
。
問
題
ζ

O
四
つ

O
性
能
を
完
備
し
た
椴
械
を
購
入
い
た
し
た
い
と
い
う
と
と
で
研
究
い
た
し
て
必

b
ま
し
た

、~-

(/) 
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結
果
、

と

ζκ
あ
げ
で
あ

b
ま
す
よ
う
千
葉
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
通
信
工
業
株
式
会
社
が
こ
れ
ら

O
四
つ

O
要
素
を
総
合
的
に
訟
能
的
に
取
D
入
れ
た

十
段
秀
念
機
械
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
特
に
学
習
反
応
分
析
シ
ス
テ
ム
並
び
K
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て
非
常

K
特
色
が
見
ら
れ
る
と
い

う
点
、

さ
ら

κと
の
総
合
的
左
機
械
O
利
用
、
技
術
。
連
絡
、
協
調
、
開
発
技
術
が
非
常

κす
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
、

さ
ら
に
も
う
一

つ
は
保
守
サ
ー
ビ
ス
が
他
社
に
比
べ
て
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
今
よ
う
な
と
と
か
ら
千
葉
ナ
シ
ョ
ナ
ル
通
信
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締

役
水
域
秀
夫
と
随
意
契
約
。
方
法
を
も
ち
ま
し
て
契
約
を
締
結
い
た
し
た
い
。
契
約
金
額
は
三
千
七
十
三
万
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
支
払
い

方
法
悦
三
カ
年
間

K
わ
た
っ
て
支
払
い
を
す
る
。
納
入
期
限
は
四
十
五
年
八
月
三
十
一
日
を
納
入
期
限
と
い
た
し
た
い
。

ζ

う
凶
う
よ
う
な

物
品
購
入
。
契
約
を
締
結
い
た
し
た
い
と
考
え
て
必
る
次
第
で
ど
ざ
い
き
す
。

よ
ろ
し
〈
御
審
議
。
ほ
ど
を
hu
願
い
い
た
し
ま
ナ
。

質

疑

応

答

。
一
五
番

〈
石
井

ち
ょ
っ
と
伺
い
合
す
が
、

と
れ
は
北
条
小
学
校
自
身
だ
け
が
使
う
機
械
、
設
備
で
あ
る

O
か、

そ
れ
と
も

正
君
)

今
古
で
な
話
。
あ
っ
た
各
学
校
で
北
条
O
学
校
守
中
心
と
し
た
機
械
化
を
し
て
、
そ
れ
を
各
学
校
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
よ
う
没
訟
話
し

も
あ
‘り
-き
し
た
が
、

ぞ
れ
か
ら
北
条
小
学
校
自
身
だ
け
の
も
O
と
す
る
た
ム
ば
‘

そ
う
い
う
機
械
も
や
は
り
と

O
中
に
含
骨
外
れ
て
な
る

O
か。

次
年
度
に
各
学
校
に
や
は

b
と
う
凶
う
よ
う
念
設
備
を
逐
次
し
て
い
く
計
画
を
な
持
ち
で
あ
る
か
。
以
上
。
点
に
つ
い
て
。

。
教
育
長

ま
ず
申
し
上
げ
き
す
。
端
的
に
申
し
上
げ
宣
す
れ
ば
、
北
条
小
学
校
だ
け
と
い
う
ζ

と
も
で
き
る
と
思
い

(
高
木

正
君
)

き
す
け
れ
ど
卒
、
目
的
は
北
条
小
学
校
K

ζ

の
機
械
を
備
え
つ
け
さ
し
て
、
同
時
に
ζ

ζ

へ
機
械
に
備
え
つ
け
言
す
教
材
を
各
学
校
。
職
員

と
協
力
し
た
が
ム
つ
〈
り
-
出
し
て
、

そ
O
教
材
が
各
学
校
に
使
え
ふ
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
一
点
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
機
械
を
中
心

K
し
て
今
宮
で
こ
と
ば
だ
け
で
教
師
。
研
修
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
O
が、

そ
れ
か
ム
、
第
二
点
段
、

ζ

う
い
う
機
械

〈

一

一

一

)
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念
方
法
を
取

b
?
し
て
、

。
操
作
を
加
え
て
O
科
学
的
4
4

市
内
O
先
生
方
。
研
修

K
も
使
い
た
加
。
将
来
と
の
機
械
が
市
内
心
学
校
で
も
ポ
タ
ン
一
つ
で
使
え
る
よ
う

そ
う
し
て
各
学
校
と
も
効
果
。
あ
る
教
育
が
で
き
る
よ
う

K
し
た
い
と
思
っ
て
現
在
そ

O
面
に
つ
い
て
は
研
究
中

で
ど
ざ
い
ま
す
。
現
在
各
学
校

κヰ
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
な
い
、
組
識
さ
れ
走
凶
ば
ら
ば
ら
の
機
械
は
相
当
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、

そ

O
機

械
自
体
は
十
分
使
わ
れ
て
乏
い
状
況
で
ど
ざ
凶
ま
す
n
u

で、

と
う
い
う
方
法
を
取

b
ま
し
て
、

そ
う
い
う
各
学
校
。
機
械
も
十
分
使
い
と
念

。

(
西
村
真
次
君
)

ぜ
る
よ
う
念
準
備
体
制
を
ζ

と
で
取
り
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
会
す
。

他
げ
札
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

-

1

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

議
長

採

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

か
は
か
り
い
た
し
さ
す
。
本
案
を
原
案
。
通

b
可
決
す
る

K
御
異
議
ど
ざ
い
き
せ
ん
か
。

決会
は
か
り
凶
た
し
を
す
。
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
ど
ざ
い
言
ぜ
ん
か
。

。

〈
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
悲
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

よ
っ
て
本
案
は
原
案
。
通
h
y
可
決
さ
れ
宣
し
た
。

議
長

議

案

の

御
異
読
会
し
と
認
め
さ
す
。

上

程
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。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

日
程
第
七
、
議
案
第
四
十
四
号
昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
一
号
を
議
題
と
い
た
し
ま

ナ。

〈
書
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
四
号

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
結
正
予
算
(
第
一
号
)

議

案

の

内

容

説

明

。
財
政
謀
長

四
十
四
号
議
宗
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
主
す
。

〈
長
谷
川
広
治
君
)

今
回
。
補
正
は
純
一
条

K
な
一
ホ
し
を
い
た
し
ま
し
た
と
な
・
夕
、
歳
入
歳
出
と
も
五
百
万
円
を
追
加
を
い
た
し
合
し
て
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ

ぞ
れ
十
七
億
一
千
十
五
万
五
千
円
と
凶
た
し
た
い
と
凶
う
予
定
。
も
O
で
ご
ざ
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
予
算
。
五
百
万
円
。
追
加
額
。
明
細

κ

つ
き
ま
し
て
は
、

混
水
プ
!
ル
関
係
で
ど
ざ
い
き
す

ο
で、

。
ち
ほ
ど
保
体
課
長
か
ム
歳
入
歳
出
と
も
一
括
御
説
明
を
申
し
上
げ
を
す
。

在
h
u

、
今
回
第
二
条
に
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
い
た
し
主
」
ざ
い
ま
す
α

予
算
委

O
最
終
ベ

i
ジ
を
ど
ふ
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
合
す
。

混
水
プ
!
ル
関
係
で
二
件

K
分
か
れ
4
6
し
て
、

そ
れ
ぞ
わ
債
務
負
担
行
為
を
》
願
い
し
て
ど
ざ
い
を
す
。

上
問
が
建
物
等

ο購
入
資
で
ど
ぎ

日
目
脅
し
て
、
施
設
費
七
千
七
百
十
七
万
二
千
円
と
と

O
取
得
に
要
す
る
関
連
経
費
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
を
四
十
六
、

四
十
七
年
度
二
カ
年
に

分
け
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
記
載
を
い
た
し
て
な

b
ま
す
。
金
額
。
限
度
内

k
b
い
て
購
入
を
い
・
た
し
た
い
と
い
う
債
務
負
担
行
為
で
ど
ざ
い
空

ナ
。
下
拘
が
混
水
プ

I
ル
用
。
土
地
。
陪
入
費
で
ど
ざ
い
?
ナ
。
約
入
額
が
千
百
八
十
二
万
三
千
円
、

そ
れ
と
こ

O
取
得

K
要
す
る
関
連
経

お
い
れ
で
ど
ざ
い
安
す
。

と
れ
を
四
十
六
、

そ
れ
ぞ
れ
会
示
し
ぞ
い
た
し
て
た

b
ま
す
金
額
に
よ
り
ま

七
年
度
ニ
カ
年
計
画

κ基
づ
き
さ
し
て
、

し
て
購
入
を
い
・
た
し
た
い
。

ζ

久
ノ
凶
う
予
定
O
J柄
。
で
ど
ざ
加
を
す
。
以
上
で
統
括
説
明
を
終
り
き
し
て
、
保
体
課
長
か
ら
細
部
に
つ
い
て

(
一
一
一
ニ
)



(
二
四
〉

申
し
上
げ
さ
す
。

。
保
健
体
育
課
長

〈
川
上
賢
爾
君
)

十
款
の
教
育
長
中
、
ニ
自
体
育
施
設
計
十
七
節
公
有
財
産
陥
入
資
と
凶
た
し
交
し
て
、

歳
入
続
出
み
一
校
出
。
ほ
う
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
出
k
h
u
き
を
し
て
、

温
水
プ

l
ル
用
建
物
情
入

分
割
金
と
し
て
五
百
万
計
上
九
円
た
し
委
し
た
。

と
の
温
水
プ
ー
ル
に
つ
き
空
し
で
は
、

市
h
U

体
育
協
会
を
中
心
と
し
た
市
民
O
強
力
走
御
協

カ
も
あ
り
会
し
て
、

+m'と
い
た
し
合
し
で
も
、

と
の
建
設

K
ふ
み
切
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ナ
け
れ
ど
も
、

務
。
近
〈

K
開
発
公
社
が
造
成
中
。
宅
地
h
U

八
万
譲
を
受
け
さ
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
隣

K
敷
地
予
定
が
一
、

と
の
内
容
に
つ
き
・
ま
し
て
は
、

四
五
五
・
四
九
八
へ

l

ベ
、
建
物
と
し
て
鉄
骨
づ
〈

b
一
部
二
階
碍
一
、

一
O
一へ

1
べ
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ

ο内
容
で
ど
ざ
い
?
ナ
が
、

プ
ー
ル
が
二
五
メ

1
ト

ル
の
一
五
メ
ー
ト
ル
、

七
コ

i
ス
で
ど
ざ
い
を
す
。
ぞ
れ
か
ら
深
さ
に
つ
き
合
'し
て
は
、
浅
い
と
と
ろ
が
八

0
セ
ン
チ
、
深
川
町
と
と
ろ
が
一

-
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
水
温
が
二
十
八
度
、

冬
期
に
h

F

M

て
水
温
は
二
十
八
度
を
維
持
す
る
室
内
O
温
水
プ

l
ル
で
ど
‘ざ
凶
を
す
。

な
れ
炉
、
管
理

棟
と
い
た
し
安
し
て
、

一
階

K
事
務
室
、

そ
れ
か
ら
男
女
別

O
更
衣
室
、
男
女
別
の
シ
ャ
ワ
ー
室
、
男
女
別

O
便
所
、
男
女
別

O
足
洗
凶
場

そ
れ
か
ら
腰
洗
い
倍
、

そ
れ
か
ら
洗
限
施
設
、
浴
室
。

ぞ
れ
か
ら
二
階
で
ど
ざ
い
を
す
が
、

二
階

K
は
二
十
名
程
度
合
宿
が
で
き
る
和
室
七

畳
半
。
和
室
が
四
室
、
集
会
室
十
二
畳
一
室
、

そ
れ
か
ら
食
堂
と
厨
房
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
ら

κ老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
プ

i
ル

κ共
有
。

機
械
室
を
考
え
委
し
て
、
確
設
長
約
八
千
二
百
十
七
万
余
円
と
い
た
し
ま
し
て
、

そ
nu
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

濯
物
と
本
体
工
事
が
約
七

千
百
九
十
余
万
円
で
ど
ざ
い
脅
す
。

そ
の
他
熱
量
プ

1
ル
nu
負
担
分
と
設
計
貸
借
一
吋
を
含
め
を
し
て
千
二
十
七
万
余
円
を
予
定
い
た
し
委
し
て

そ
O
う
ち
本
年
度
は
歳
入
に
hu
き
さ
し
て
、

十
二
款
O
寄
付
金
八
節
混
水
プ

l
ル
建
設
寄
付
金
五
百
万
円
を
財
源
と
い
た
し
を
し
て
支
払
い

宣
し
て
、
残
額
を
僚
務
負
担
行
為
と
し
て
御
家
認
が
願
い
し
た
い
と
思
凶
・
ぎ
し
て
計
上
し
た
も
O
で
ど
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
〈
会
願
い
い
た

し
さ
す
。

。
議
長

御
質
疑
ご
ざ
凶
ま
せ
ん
か
。

i
!
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

ハ
商
村
真
次
君
)

や



t 

採

決

。
議
長

《
西
村
真
次
君
〉

訟
は
か
り
い
た
し
を
す
。
本
突
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
実
は
原
案
の
通

b
可
決
さ
れ
合
し
た
。

(
「
異
議
脅
し
」
と
呼
ぶ
者
る

b
)

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

な
は
か

b
凶
え
し
を
す
。
本
案
を
原
案
。
透

b
可
決
す
る
rh
御
異
議
あ
-り
'
守
ぜ
ん
か
。

〈
「
異
議
合
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

午
前
十
一
時
二
十
分

F号

会

開

会

。
議
長

(
商
付
真
次
君
)

以
上
に
よ

b
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
苦
し
た
案
件
全
部
を
議
了
い
た
し
き
し
た
。
よ
フ
て
と
れ
に
で
第
二
回

市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
脅
す
。
ど
〈
ろ
う
さ
ヂ
で
ご
ざ
凶
委
し
た
。

〈
二
五
)



O

本
目
。
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
調
者
名
員
。
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
報
告
第
二
号
、
議
案
第
四
十
一
号
乃
至
諮
問
余
第
四
十
四
号

地
方
自
治
法
第
一
白
二
十
三
条
第
二
項
。
規
定

κよ
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す
q
h
G
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